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秩
父
市
の
測
量
会
社
ヤ
マ
ホ
ン

が
2
0
1
9
年
2
月
、
も
の
づ
く

り
補
助
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た

の
は
地
上
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

（
T
L
S
）
で
あ
る
。

　

従
来
の
測
量
が
光
波
測
距
儀
で

必
要
な
空
間
位
置
情
報
を
1
点
ず

つ
取
得
す
る
の
に
対
し
、
T
L
S

は
レ
ー
ザ
ー
を
発
し
大
量
の
点
群

デ
ー
タ
を
一
度
に
収
集
す
る
。
収

集
し
た
デ
ー
タ
は
地
面
な
ど
の
形

を
3
D
表
示
で
き
、
解
像
度
は
10

メ
ー
ト
ル
先
の
測
定
間
隔
と
し
て

50
ミ
リ
〜
3
・
1
ミ
リ
ま
で
の
5

段
階
か
ら
選
べ
る
。

　

光
波
測
距
儀
を
使
っ
た
測
量
は

機
械
を
操
作
す
る
人
と
測
点
に
な

る
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
人
の
2
人

が
必
要
だ
が
、
T
L
S
は
所
定
の

場
所
に
設
置
す
れ
ば
自
動
で
測
量

が
行
え
る
た
め
最
少
人
数
1
人
で

も
可
能
。
現
場
作
業
に
要
す
る
時

間
も
従
来
の
3
分
の
1
〜
4
分
の

1
程
度
に
短
縮
で
き
る
。

　

秩
父
と
い
う
土
地
柄
、
山
間
地

の
が
け
地
や
急
な
斜
面
、
冬
場
は

地
面
が
凍
っ
て
歩
け
な
い
よ
う
な

場
所
で
測
量
す
る
こ
と
も
多
い
。

T
L
S
な
ら
危
険
な
箇
所
に
立
ち

入
ら
ず
に
測
量
を
行
え
る
と
い
う

の
が
導
入
の
動
機
だ
っ
た
。

　

一
方
、
国
土
交
通
省
は
建
設
現

場
の
全
プ
ロ
セ
ス
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

の
技
術
を
活
用
し
よ
う
とi-C

on 
struction

（
ア
イ
・
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
）
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
お
り
、
Ｔ
Ｌ
Ｓ
で
収
集
し
た

大
量
の
点
群
デ
ー
タ
は
そ
の
根
幹

に
な
る
。

　

例
え
ば
山
の
斜
面
に
道
路
を
建

設
す
る
場
合
、
元
の
地
山
の
地
形

を
T
L
S
で
計
測
し
た
デ
ー
タ
に

道
路
の
3
次
元
設
計
デ
ー
タ
を
重

ね
れ
ば
、
斜
面
か
ら
削
り
取
る
土

の
量
を
割
り
出
せ
る
。
ま
た
双
方

の
デ
ー
タ
を
重
機
に
入
力
す
れ
ば

熟
練
者
で
な
く
て
も
計
画
通
り
に

地
山
を
掘
削
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。

　

た
だ
し
木
々
や
草
に
覆
わ
れ
、

地
表
面
が
出
て
い
な
い
場
所
の
測

量
は
T
L
S
よ
り
光
波
測
距
儀
の

方
が
有
効
。
現
在
、
同
社
の
測
量

は
光
波
測
距
儀
8
割
、
T
L
S
2

割
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
ア
イ
・
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
く

I
C
T
施
工
の
指
定
が
増
え
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。

I
C
T
施
工
の
根
幹
技
術
に
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地上レーザースキャナー技術の導入による
高精度・高効率測量の実現

株式会社ヤマホン
─ 秩父市 ─

地上レーザースキャナー。ヘッド部分が回転し周囲
の空間位置情報を大量の点群データとして取得する


